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1．はじめに   

最初にGusein－Zader17問題を復習しておこう。  

ある雇用者が・1人の秘書を採用するために面接を  

行い、応募してきた犯人に毎時1人ずつ面接を行  

う。雇用者が全応募者の中で最良（絶対順位1）の  
応募者または2番目に良い（絶対順位2）応募者を  

採用したいと考えているとき、この確率を最大にす  

る政策とその下での成功確率を求めることが 

ある。ただし、雇用者は、応募者に順位付けするこ  

とができ、面接を行ったら直ちにその応募者を採用  

するかまたは採用しないで次の応募者を面接するか  

を決定しなければならない。採用するか否かの決定  

は、応募者の相対順位（今までに面接した応募者の  

中での順位）にのみ依存して行い、一度不採用にし  

た応募者は、後で採用することができない。相対順  

位1または2の応募者を候補者と呼び、両者を区別  

する必要がある場合には、相対順位1（2）の候補者  

を候補者1（2）と呼ぶことにする。   

この論文では、第2章においてGus血－Zdetl】の  

一般化として応募者数が未知の場合を考察する。絶  
対順位1の応募者だけを採用することが目的である  

古典的秘書問題に対する応募者数が未知の場合の問  

題は、既にPresmanandSonin［3】やPetruCCe叫2ト  

また、これに類似した問題はSamueトCabnr4】によ  

り研究されている。 この論文では、応募者数Ⅳを  

分布が既知の確率変数とみなして問題を定式化す  

る。特に、Ⅳが【1，m】上の一様確率変数の場合につ  

いては、最適政策とその下での成功確率を導出し、  

m→∞のときの漸近的挙動についても調べる。  

最後の章において応募者数が未知の場合の結果と  

Gusein－Zade【1lの結果を比較する。  

2．定式化と最適戦略 

ここでは、応募者数を確率変数Ⅳで表すゝ また、  

Ⅳの分布を恥＝P（Ⅳ＝陀）として、町＝∑芝γ恥  

とおく。ただし、P（Ⅳ≧1）＝1とする。  

はじめに、以下の記号を定義する。   

ふ：r番目の応募者が候補者1のとき、以後最適にふ  

るまって成功する確率   

み：r番目の応募者が候補者2のとき、以後最適にふ  

るまって成功する確率   

だ：r番目の応募者が候補者1のとき、その人を採用  

して成功する確率   

だ：r番目の応募者が候補者1のとき、その人を見送  

り以後最適にふるまって成功する確率   

タタ：r番目の応募者が候補者2のとき、その人を採用  

して成功する確率  

g㌘：r番目の応募者が候補者2めとき、その人を見送  

り以後最適にふるまって成功する確率  

み，れ（ぶ，t）：応募者数れが既知で今までにr人の面接を  

行い、r番目の応募者が候補者β（ぶ＝1，2）の  

とき、その絶対順位がf（f＝1，2）である確率  

9r，j（£）：γ番目以降の最初の侯稀者がj（j≧r＋1）番  

目に出現して、それが候補者ぶ（β＝1，2）で  

ある確率   

このとき、最適性の原理より、DP方程式は以下  
のようになる。  

ふ＝maX（だ，だ），（1≦γ）  

gγ＝maX（gタ，g㌘），（1＜γ）  
ただし、   

00  

ガ＝∑br，れ（1，1）＋恥（1，2）】  
れ＝r  

（賢），（1≦γ）  
・（：×⊃  

ガ＝∑恥（2，2）  
Tl＝r  

（警），  
（恥j（1）ム＋恥ブ（2）幻）  

（1＜r）  

0（〕  

だ＝好＝∑  
れ＝r＋1  

この論文では、Ⅳが【1，m】上の一様分布、p作＝  

孟（1≦乃≦m）に従う場合の最適政策の数学的性質  
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＝  を論じる。この場合、打γ＝∑註r恥＝誓，賢  

誌より上述のDP方程式は以下のようになる0  

2logヱ＋3（1－ヱ）＝0．  

β芸記0・4172．  これより、  

2γ  エ1 r  
だ＝  ∑三一三，（1≦r≦m）  β；は、次式の根エとして与えられる。  

log（log司＋3）＋1＋2エー3β；＝0・  

これより、  ぶ；記0．1204．  

成功確率ぶについては、以下のように与えられる。  

これより、成功確率は、約0．4038となる。   

叶g（かog瑞＋1ト21聯；＋3β昌一βト2］・  

3．おわりに   

応募者数が確実に1000人の場合と平均10  

00人の場合を比較する。  

m－r＋1畠乃 m  

タ＝，  （1＜γ≦m）  

r（r－1）苔（m－メ＋1）（ム＋労）   
ガ＝タ㌘＝  ∑  

J＝r＋1   ブ（ゴー1）（ゴー2）   

（1＜r＜m）  

m－γ＋1  

げ＝憲（帥2），  
ん＝gm＝1・  

このとき、以下の結果が得られる。  

定理1β1，ぷ2を以下のように定義する。  

β1＝min巨2：3誓言＋ト  

3£2－2r－4  

β1  β2  成功確率   

Gusein－Zade【1】  

（応募者数が1000人）  348  667  0，5741   

一様確率変数の場合  

（m＝2000）   242  836  0．4049  

m  

≧2姜1よ真言〉，  
3（m－γ＋1）  

ぶ2＝mln  
2m  

このとき、最適政策は以下のように述べることがで  

きる。   

最初の（ざ1－1）人の応募者を採用せず、β1以降に出現  

する最初の候補者1を採用する。ただし、時刻（ざ2－1）  

までに候補者1が出現しない場合は、ぶ2以降は最初に出  

現した候補者を採用する。  

また、成功確率ムは、以下のように与えられる。  

表より、応募者数が一様確率変数の場合は、  

Gusein－Zade【1】より候補者1については早い時刻か  

ら採用を開始するが、候補者2については遅い時刻  

から採用を開始することがわかる。  

参考文献   

［1］Gusein－Zade，S．M．Theproblemofchoiceand   

the optimalstopplngru1efor a sequeIICe Of  

indipendenttrials）meO・Prob・Appl・11，472－   

476・（1966）  

【21PetruCCeu，J・D．Onthebest－Choiceproblem   

When the n11mber ofobservation．is random，   

J・Appg・アmゐ・20，165－171．（1983）  

【3】Presman，E．L，andSonin，I．M．Thebestchoice   

problemfor a random numbef of objects，   

乃eor・Pmゐαゐ・Appg・17，657－668．（1972）  

【4】Samuel－Cahn．E．Theb田tTChoicesecretary   

problem with random ffeeze on jobs，   

∫わcん・アmc・Appち55，31シ327．（1995）  

－  

雪ご1エ1   

ム＝憲［2  ∑三  た－1∠一ざ乃  
た＝51■■■  ‾ れ＝た  

＋2至  

れ＝52  

1 2ぶ2－5 3β2－ぶ1－4  
］，  （ぶ1≠1）  

几 ぶ2－1■  m  

ただし、m＝1，2のときは明らかに1であり、β1＝1  

のときは、孟∑芝1真一孟である。  

2．1 最適政策下での漸近的挙動   

m→∞としたときの漸近的挙動に関しては、以  

下の結果が成立する。  

補題1m→∞のとき、莞は、有限値ぶ；（五＝  

1，2）に収束する。  

β芸は、次式の根ごとして与えられる。  
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